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■市の人口と外国人市民人口*の推移 

 長浜市全体の人口は平成２２年をピークに減少を続けているが、外国人市民*は平成２１

年にピークを向かえ減少し、平成２７年１月を最低とし、その後僅かではあるが再び増加傾

向にあった。令和２年に３，８０７人にまで増加したが、新型コロナウイルス感染症などの

影響により、令和５年１月現在では３，９０９人、外国人比率は３．４％となっている。 

*住民基本台帳法の改正および外国人登録制度の廃止により、平成 23 年以前は外国人登録

者数。 

 

■外国人市民の国籍（各年１月１日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年頃からベトナム籍人口が増え始めた。令和５年には外国人人口の約１９％をベ

トナム人が占めている。また、平成３０年１月時点では、外国人国籍・地域数が３２であっ

たが、令和５年１月は４１となっている。 

 

資料１ 

平成

20年

平成

21年

平成

22年

平成

23年

平成

24年

平成

25年

平成

26年

平成

27年

平成

28年

平成

29年
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平成

31年
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令和

4年

令和

5年

その他 135 130 142 147 161 159 162 161 177 174 154 162 205 195 222 300

ベトナム 15 19 55 54 50 38 36 53 62 85 214 319 444 468 551 731

韓国・朝鮮 94 103 114 105 110 111 105 105 95 97 93 96 97 89 87 91

フィリピン 151 152 174 179 184 211 198 183 194 202 199 227 255 260 269 324

ボリビア 192 192 190 178 200 176 164 168 172 203 187 212 221 218 228 222

中国・台湾 289 348 486 497 497 488 442 453 447 476 474 512 679 510 447 417

ペルー 381 372 336 305 273 256 233 213 224 216 207 214 203 195 195 186

ブラジル 2,911 3,027 2,600 2,242 2,065 1648 1631 1565 1545 1605 1600 1627 1,703 1721 1678 1638

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

外国人人口国籍別内訳



p. 2 

 

■外国人市民の在留資格 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ブラジル、ペルー、ボリビアなどの南米出身者は永住者や定住者等の資格を有しているの

に対し、中国やフィリピン、ベトナム等東南アジア出身者は特定技能や技能実習などの資

格が主となっている。 

・この数年で特定技能による在留者が急増している。令和４年は７１人だったが、現在３３

９人まで増加している。 

・特定技能は、働き手不足の解消を目的として設立された制度であるため、今後も増え続け

るものとみられる。 

 

特定技能制度：2019年 4月に新設された在留資格。深刻な人手不足の状況に対応するため， 

一定の専門性・技能を有し，即戦力となる外国人を受け入れる制度。（出入国

在留管理庁） 

技能実習制度：我が国が先進国としての役割を果たしつつ国際社会との調和ある発展を図

っていくため、技能、技術又は知識の開発途上国等への移転を図り、開発途

上国等の経済発展を担う「人づくり」に協力することが目的。（厚生労働省） 
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令和 5年 7月現在 


